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１　はじめに
　藤原京に始まり平安京に至るまでの都城造営において、風水思想に叶った選地が行われたと思われ
る記載が『万葉集巻一』「藤原宮御井歌」1や、『続日本紀』2『日本後記』3にみられる。日本には、そ
れまでに太陽信仰による東を神聖視する思想があった。山田（1986）は、藤原京が「朝堂院の十二堂
を回廊が囲繞する中庭中央から、香具山山頂を見通して冬至旭日を拝しうる位置に朝堂院（大極殿の
前面）を配置している」4ことを指摘している（図１）。中国の都城制を模して最初の条坊制5を築い
た藤原京は、陰陽五行思想とともに太陽信仰も取り入れた配置がなされていのである。古代暦では冬
至を１年の始まりとしてみていたことから初日を拝む配置であると考える。
　岸（1987）6は、古代史研究の視点から発掘調査を基にした復元図を作成し、藤原京の大官大寺と
薬師寺の位置と、平城京の大安寺と薬師寺の位置関係を比較し、史料に基づき中国の都城の大きさを
も調べ、藤原京が中国南朝の建康城に規模・構造がそっくりであることを指摘している。
　また千田（1987）7は、古代の復元地図や史料をもとに平城京の青龍には東四坊大路の東側を北か
ら南に流れたと想定する人工的な河川をあて、南の朱雀は京域の東南隅に位置する五徳池、西の白虎
に相当する大道は、平城京と難波を結んだ日下の直越道とみなし、北の玄武に関しては藤原京の三山
とも比定させながら、金子（1983）8の「玄武は市庭古墳である」との説にも興味を示している。
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　さらに喜田（1979）9は、長岡京、恭仁京、大津京、藤原京、平城京、平安京と幅広い遷都論を展
開し、さらには、福原京にもおよび、福原の地形を観察判断し、東西に延びる福原京の建造計画を推
理した。
　上記のように、日本における都城の立地に関して歴史地理学上での研究が行なわれてきた。
　本稿は、平安京の都城造営において、さらに「三合」という方術がなされている可能性があること
から、その根拠を導き出すことを目的としている。
２　三合理論
　三合は、古代中国で生まれ、600年代に朝鮮半島を経由し我が国へ導入された陰陽五行思想のなか
の方術のひとつである。十二支の特定の３つの支が合することにより、１つの強い気に変化するとい
うもので、ここから三合という名称が生まれたと考えられる。「三合」は、十二支の３つの支で構成
され、生まれる「生」、活動の時期を過ごす「旺」、死ぬ「墓」、という「生旺墓」の順路をたどり、
３支が手を結ぶ（合する）ことにより、１つの強い旺気となる。三合には、十二支のほかに五行や方
位、十干、八卦もあてられる。たとえば、木気三合の場合、五行の木は卯であり、季節は春、方位は
東を表す。しかしこれが４つめの未（季節は夏、方位は南方）、さらに４つめの亥（季節は冬、方位
は北方）と季節や方位も違うもの同士が結び合うことにより、３つの支すべてが旺である木気に変化
するというものである。
　三合は、萬物の盛衰、人の一生、季節の循環をも「生旺墓」で表現する。火気三合の場合、寅で生
まれて（生）、午で盛んな時期を過ごし（旺）、戌で死んでゆく（墓）という周期をたどる。 墓は、
死であり土に還ることを意味するが、土に還ったものは、再び生まれ循環していく。「土」は、萬物
の生成や、人間が生活していく上で必要な大地であるが、四季の循環がなければ、生成過程をたどれ
ない。三合思想のなかには、季節が順当に巡ることにより、この世の中がうまくいくという考えが含
図１　藤原京における冬至太陽出没方位と空間構成。
山田（1986）より転載し一部筆者記入。 　　　　　
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まれている。五行には、木は火を生み、火は土を生み、土は金を生み、金は水を生み、水は木を生む
という相生関係と、木は土を剋し、土は水を剋し、水は火を剋し、火は金を剋し、金は木を剋すとい
う相剋関係があり、いずれも循環をおこなう（表１）（図２）。
　宋代成立の『太平御覽』（983年頃）には、古代中国の王朝交代に、三合（生王墓）に関する記述が
見られ、「その国の君主は、冬に盛（旺）が去ってしまうので、冬至のあとの壬戌の日に（今年と次
年を繋ぐ祭）臘祭をおこなう。臘祭日は、その代の君主によって異なり、水徳（行）の君主は、水の
始まりが申に生じて子に盛んになり辰で終わるので辰の日に、火徳の君主は、火が寅に生じて午で盛
んになり戌で終わるので戌日に、木徳の君主は、木が亥に始まり卯に盛んに未で終わるため未日に、
金徳の君主は、金が巳で生じて酉で盛んになり丑で終わるので丑日に、土徳の君主は、土の始まりが
未に生じて戌で盛んになり辰で終わるので辰日を臘日とする」11とある。臘祭とは、１年の終わり、
そして季節の終わりである冬を「墓」の月と見て、新年の「生」に繋げる祭りであり、季節の順当な
巡りとともに、王朝の存続を願う祭りといえる。
　上記にみるように、三合には水気三合、木気三合、火気三合、土気三合、金気三合の５つがあり、「墓」
には、五行の土がくる。ただし、土気三合だけは、史料により異なり、三合に含まないもの、他の三
合と構成が同じもの、他の三合と構成は同じだが配置が異なるもの、墓に土がこないもの、「生旺墓」
表１　４つの三合10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
五行 生 旺（王） 墓（死） 方位
木気三合 亥（水） 卯（木） 未（土） 東
火気三合 寅（木） 午（火） 戌（土） 南
金気三合 巳（火） 酉（金） 丑（土） 西
水気三合 申（金） 子（水） 辰（土） 北
図２　三合方位
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のすべてが土となるもの等がある。
　『淵海子平』では、「論十二支三合」の項で三合が語られている12。「論十二支三合」とあるように、
ここで三合という名称が登場する。管見の限りでは、これが「三合」名称の初見である。
３　平安京計画（足利説）と三合
　平安京の背後には、比叡山（東北）と愛宕山（西北）という２つの山がある。比叡山は平安京の東
北に位置し鬼門守護としての延暦寺や日吉大社が置かれている。愛宕山には、天皇の三種の神器とさ
れる霊剣を鋳造した神護寺があり、ともに神聖視されている山である。地図面上（国土地理院
２万５千分の１）で、大極殿（中央）を中心に比叡山と愛宕山を通るような円を描くと、南は横大路
朱雀という名称の地を通る。すなわち、愛宕山と比叡山、横大路朱雀の３地点を結ぶと巨大な三角形
が形成され、そのなかに平安京がすっぽりと収まるのである。
　平安京造営にあたり、平安京の丑寅に位置する比叡山と、戌亥に位置する愛宕山は、これまでも指
摘されてきた有名な山であるが、南方は、平安京の中心軸の延長線上に位置する甘南備山（標高
217.5ｍ）は注目されるも、横大路朱雀は単に、四神の朱雀を意味する巨椋池と結び付けられるにす
ぎなかった。
　しかし、ここで横大路朱雀の小字に注目した人物がいた。歴史地理学者の足利健亮である。足利
（1997）13は、平安京の四神相応に関して次のように指摘している。
　「都を造る時、北に山、南に池、東に川、西に大道が配置されている姿を四神相応といい、
平安京は、山川道澤説、いわゆる玄武を船岡山、青龍を鴨川、白虎を山陰道・山陽道、朱雀
を巨椋池とする説が一般化されているが、白虎は、山陰道でも山陽道でもなく、木嶋大路で
ある。なぜなら左右対称のシンメトリーでなければいけないはずの青龍と白虎が、山陽道や
山陰道では青龍の鴨川に対して非対称だからである。
　朱雀は、現在の東寺の南５キロ余りのところにある横大路朱雀という小字である。なぜな
ら、名称が朱雀というだけでなく、その小字が、平安京の正中線上にあり、羅城門からちょ
うど10里（5400ｍ）の位置にあるからである。10里というのは平安京の南北の距離に一致す
る。これらの理由から、横大路朱雀は、都市計画にのっとって作られた朱雀である」（足利
1997）
　これは、足利（1997）が平安京の位置を確認し、距離を測ったうえで出した結果である（図３）。
平安京の三合に関しては、もちろん根拠となる史料はない。しかし、地理学上計算された足利（1997）
説と、「火気三合」を構成する朱雀の地点が一致するのは、偶然とは言い切れない。そのことを踏まえ、
愛宕山、比叡山、横大路朱雀の地に現存する社寺等を次にみていきたい。
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４　３地点にみる神仏と三合の関係
（1）比叡山
　平安京の北東に位置するのは比叡山である。比叡山には、王城の鬼門鎮護として日吉大社と延暦寺
があり、いずれも天台宗系の寺社である。日吉大社の主祭神は、大己貴神、大山咋神である。大己貴
命、大山咋神ともに『古事記』の神話伝説に登場する。大己貴命は大国主の別名で、『古事記』には、
ワニに皮を剥がされ苦しんでいるウサギに治療法を教え、兄の八十神たちに何度も殺されるが再生す
る。のちに少彦名命（少名毘古那神）と知り合い、協力し合って国造りをおこなう。大山咋神は、大
図３　大三角形に囲まれた平安京
足利（1997）より平安京計画図を転載し、その上に、三角形を筆者が描写。
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年神（稲作の神）の子で、比叡山を本地とする山王権現である。
　『古事記』に「大山咋神は、またの名を山末之大主神といい、此の神は近淡海國の日枝山に坐し、
また葛野の松尾に坐して、鳴鏑を用いる神である」14とあり、古くから比叡山の主であったと思われる。
　延暦寺は、平安京の鬼門守護として知られており、総本堂である根本中堂の本尊は薬師如来である。
八田（1991）15は、薬師如来の薬師が、インドの樹木女神ヤクシー（Yaksi）からきているのではな
いかとみている。薬師如来には、脇侍として日光菩薩（向かって右）、月光菩薩（向かって左）と、
眷属として十二薬叉大将（十二夜叉大将・十二神将）がついている。「薬叉は梵語ではヤクシャ
（Yaksa）」（西本2007）16といい、「ヤクシャ（Yaksa）は、インドにおいて、樹木の男神であり、対
する女神をヤクシー（Yaksi）という。ヤクシーは地母神、樹木の精及び水の精の具象されたもので、
死んで、そして再び生き返るという再生力の神格化、擬人化であり、病気や邪気の発生、侵入を防ぐ
神格として、外敵の侵入、魔的な力や疫病をもたらすものから聖域を防護する機能を有しており、守
護神的存在でもあった」（杉本1984）17。また、薬師経典『薬師瑠璃光如来本願経』には、七仏薬師が、
「風雨順時穀稼成熟」とあることから、五穀豊穣を祈願する尊とされ、七仏薬師法は除病延命、産生
安穏、日月蝕等天変、風雨難を避ける法として伝えられている」（内藤1932）18としている。
　また、『文徳実録』（斉衡３年（856）12月の条）に、「大己貴神と少彦名命が薬師菩薩明神の神号を
賜った」19という記述が見られる。大己貴神と少彦名命は、前述したように国造りや稲作とも関わり
があり、大己貴神はウサギに傷の治療法を教えた20ことから医薬の神とも言われている。このことか
ら、薬師と結びついたと思われる。
　以上のことから、日吉山王（大己貴神、大山咋神）は、山（樹木林）の王であり、木の素質を持つ
神である。大山咋神の父神は大年神とされ農耕の神であることから、農耕には水が必要とされ、水神
としても崇められている。大己貴神は、薬師（Yaksi）と習合し、また何度死んでも再生するという
力を持っている。これは、母なる大地から豊穣の実りをもたらす季節の循環を「生旺墓」で表す「三
合」と共通するものである。
　火気三合でいう寅方位は、生・旺・墓の「生」であり、五行では木である。生は始まりであり、火
の起こりである。これにより比叡山は火気三合の「生」の地点として木生火の関係から、「旺」とな
る火を生み出す始まりの地として成り立っていると考えられる。
　三合の旺である火（午）の地点は横大路朱雀の小字である。横大路朱雀が旺となる地点として成り
立っているのか次に見ていきたい。
（2）横大路朱雀
　平安京の南に火を象徴していると思われる神社が存在する。横大路朱雀の小字から東南約500m地
点に位置する三栖神社である。三栖神社の創建は不詳であるが、主祭神は天武天皇を祀っている。天
武天皇は、天武15年（686）に元号を朱鳥と改めており、朱鳥元年（686）９月９日崩御したとされる
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天皇である『日本書記』21。実際の崩御年は定かでないが、重要な点は、朱鳥と改元し、朱鳥元年（丙
戌）９月（戊戌）９日（丙午）に崩御した（としている）ことである。朱鳥元年は「火生土」、９月
は「土・土」９日は「火・火」となっており、火に関係する日に崩御している。朱鳥は、火を表す鳥
である。このように天武天皇は自らを火徳の天皇であることを告げている。
　また、三栖神社の大祭には、伏見区でも有名な火の祭り「炬火祭」がある。直径１m強、長さ６m、
重さ約１トンの炬火（タイマツ）を、１年かけて育てたヨシで作る。「炬火祭」は、天武天皇が大津
行幸にあたり、三栖地域を通過した際、住民がアシで作った炬火を灯し暗夜を照らし歓迎したとする
伝承によるが、天武天皇の三栖村通過の記録は『日本書記』にはない。しかし、「壬申の乱の際、大
海人皇子（天武天皇）は、重臣紀阿閉麻呂に大軍をあずけて援けさせた。 紀阿閉麻呂が木津川と宇
治川ぞいの瀬田に出て、近江朝廷との決戦に参加したとき、たしかに淀から三栖を通過している」（山
本1983）22。火気三合の午（南）において、横大路朱雀の位置は五行の火である。三栖神社が天武天
皇を主祭神に置き、炬火祭を行うことは、ここが五行の火を象徴とした場所であることを示すもので
ある。
　さらに三栖神社が平安京の朱雀を象徴していることを示す事実がある。平安京の北、船岡山の東に
は玄武神社があり、その名称からも四神の玄武を象徴とした神社であることがわかる。船岡山と横大
路朱雀は朱雀大路を通し南北一直線上にあることは、足利（1997）の図でも示しているが、この玄武
神社（東経135度44分55.2秒）と三栖神社（東経135度44分58.7秒）も同じく南北ほぼ同位置にあり、
両社は南北に対となって置かれたものと考えられる。これにより、三栖神社を含め、横大路朱雀の地
点が人工的に造られた朱雀であり、「火気三合」の旺となりうる地点であることが確認できる。
　「火気三合」の火は、旺として最も活発な時期を過ごすが、やがてそれは終息し「墓」へと向かう。
その「墓」の位置とは愛宕山である。愛宕山が「火気三合」を構成する「墓」となっているのか次に
見ていきたい。
（3）愛宕山
　平安京の北西に位置するのは愛宕山である。『太々百味略縁起』や『山城名勝志』「白雲寺縁起」に
よると、「天応元年（781）に、山城の戌亥に当たる愛宕山を王都守護として祀るようにとの勅願があ
り、和気清麻呂によって愛宕大権現を祀る朝日峯白雲寺を造営、大安寺の慶俊僧都が中興し、鎮護國
家の道場とした」23とある。
　愛宕神社には、本殿、若宮、奥宮に複数の神が祀られているが、『太々百味略縁起』に「当山の両
社にある大権現は、母子の二神なり。－中略－　愛宕山大権現は伊弉冊尊で、この神は天神第七の陰
神である。－中略－　若宮にある太郎坊大権現は、本社第五の皇子である火の神軻遇突智尊、又の名
を火産霊尊という」24とあるように、本宮の伊弉冊尊が愛宕山大権現で主祭神であり、若宮の軻遇突
智尊（火産霊尊）が、次に祀られたと思われる。伊弉冊尊は夫神である伊弉諾神と日本の国造りをし
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た神である。火の神軻遇突智を生んだ時にホトを焼かれ亡くなったが、埋葬地が『古事記』では、「出
雲國と伯伎國との堺にある比婆之山」25であり、『日本書記』では「紀伊国熊野の有馬村である」26となっ
ており異なっている。しかし、両書ともに、「神の国を去った」とあり、伊弉冊尊は日本国に埋葬され、
日本大地の祖母神となった。
　五行では、大地は土を意味する。火の三合の戌方位は、「生旺墓」の「墓」にあたり、五行は土で
ある。軻遇突智尊が火の神であることから火生土の相生となっており、二神の関係から言えば、息子
が母を助ける形となっている。上記３地点をまとめると図４のようになる。
　また、「三合」における平安京の守護が、なぜ「火気三合」であるのかという理由については、桓
武天皇が火徳であったためと考えられる。自らを火徳の天皇としていた天武天皇は、第40代天皇であ
ることから、50代天皇である桓武天皇も順を巡れば火徳である。よって、火徳の天皇を象徴する「火
気三合」の構成としたと考えられる。
５　外四神と内四神
　平安京の四神相応説には諸説あるが、北に丘（山）、東に河、西に大道、南に池とする考えは、平
安中期の作『前栽秘抄』（江戸中期以降『作庭記』）によるものだとする説があり、このことから遷都
時には「北の玄武は船岡山、東の青龍は大文字山、西の白虎は西山、南の朱雀は甘南備山である」27
図４　平安京における火気三合の構成
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とした、四神とは周囲の山であるという黄（1999）による説がある。
　『日本紀略』では、平安京は「此國山河襟帶、自然作城」（山は襟のように周囲を取り囲み、河は帯
のように曲がって流れており、自然の防護に守られた地である）とある。
　また、平安京遷都以前の平城京においては、『続日本記』の「四禽叶図、三山作鎮」とある。この
四禽（四神）を内と外の２つとした場合、見えてくるものがある。自然地形で捉えた四神と人工的に
造り上げた四神である。黄（1999）は「青龍の鴨川と白虎の山陽、山陰道は非対称であるので青龍・
白虎ではない。巨椋池も朱雀大路の延長線からずれているため無関係である」28としており、この見
解は足利（1997）と同じである。また、風水地理的29に見た場合、黄（1999）は「後ろの貴船山が主
山で船岡山は坐山、前方の甘南備山並びに南方の山並みが「案山」と「朝山」である」としており、
平安京を取り囲む四方の山々が四神であるとしている。
　これにより、自然地形を意識した外四神が北は貴船山、東は大文字山（465ｍ）（または如意ヶ嶽
472m）、西は西山（嵐山西北方にある標高482mの山と推定される）、南は甘南備山（221m）であり、
内四神が、足利（1997）説による北の玄武が船岡山、東の青龍は鴨川、西の白虎が木嶋大路、そして
南の朱雀が、造営時に人工的に作られた横大路朱雀として捉えることができる。
　要するに、平安京は自然の地形に合わせた外四神と、人工的に造られた内四神によって築かれてお
り、さらに内四神には「三合」という平安京の繁栄を願う呪術が施されていたのである。
６　おわりに
　大極殿を中心として、比叡山、愛宕山、横大路朱雀という３地点を結ぶと、平安京をすっぽりと囲
む大三角形が形成される。筆者は、これを陰陽五行における「火気三合」を構成していると推定した。
　「三合」は、十二支の３つの支で構成され、生まれる「生」、活動の時期を過ごす「旺」、死ぬ「墓」
という「生旺墓」の順路をたどり、十二支には五行の気が配当され、３支が合する（手を結ぶ）こと
により、１つの強い旺気となる。「火気三合」の場合、寅が「生・木」で、午が「旺・火」、戌が「墓・
土」という十二支と五行で構成され、「寅午戌」の３支が合することにより、寅の木気も戌の土気も
旺気である火気に変化する。
　足利（1997）が、平安京再現図により横大路朱雀の小字に注目し、ここが平安京計画に則った朱雀
であると指摘した地点は、平安京を守護する火気三合の午（南）地点と一致する。それにより、３地
点を中心に調査・考察を行った結果、比叡山の山王は五行の木であり、火気三合によるところの「生」
となりうることが解かった。
　さらに、横大路朱雀の東には、北の玄武神社と南北の位置が一致し、主祭神が天武天皇である三栖
神社が存在する。天武天皇は、元号を朱鳥と改め、朱鳥元年（丙戌）戊戌月丙午日という火に関係す
る年月日に崩御しており、三栖神社では、伏見でも有名な「炬火祭」がおこなわれている。これによ
り、横大路朱雀が火気三合の午（火）であり、「旺」となりうる地であると判断できた。
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　そして、「火気三合」の「墓」となる愛宕山の愛宕大権現は、伊弉冊尊と軻遇突智尊である。軻遇
突智尊は火神であり、火生土の相生関係となっている。伊弉冊尊は、伊弉諾尊とともに日本の国造り
をし、日本国に葬られた大地の祖母神である。大地は五行の土を意味する。これにより、愛宕山が「火
気三合」の「墓」＝土であることが解かった。
　平安京を取り囲む大三角形が、比叡山（生木）－横大路朱雀（旺火）－愛宕山（墓土）という平安
京を守護する「火気三合」を構成していた。
　50代天皇である桓武天皇は火徳である。火徳の天皇を象徴する「火気三合」により平安京の繁栄と、
桓武天皇の守護を祈願した呪術が施されたと考えられる。
　平安京は自然の地形に合わせた外四神と、人工的に造られた内四神によって築かれていた。内四神
には「三合」という平安京の繁栄を願う呪術が施されていた。
　さらに横大路朱雀の南には、火と水の調和を図る巨椋池（水）があった。五行思想では、水剋火の
原理で、水気は火気を抑制し、調和を保つ役割を果たす。
　桓武天皇は平安京造営にあたり、自然地形における四神相応の選地を行ない、都づくりには、人工
的な四神相応の配置を行なった。足利（1997）の指摘に加え、筆者は「三合」からみた横大路朱雀を、
平安京の造成が基本的には四神相応の自然地形を選定しながらも、さらに都市が繁栄するような人工
的な仕掛けを施していた１つの証拠と考える。
註
１　『万葉集』は、7世紀後半～ 8世紀後半頃にかけて編まれた 日本に現存する最古の和歌集である。天武天皇亡き
あとに皇后である持統天皇が天武天皇の遺志を受け継ぎ藤原京（新益京）造営を行なった。「藤原京御井歌」
は持統天皇が藤原京完成後に、藤原京がいかに四神相応に適っているかを詠った歌である。
　　読み下し文：「やすみしし わご大王 高照らす 日の御子 荒栲の 藤井が原に 大御門 始め給ひて埴安の 堤の上
に 在（あ）り立（た）たし 見し給へば 大和の 青香具山は 日の経の 大御門に 春山と 繁さび立てり 畝火の 
この瑞山は 日の緯の 大御門に 瑞山と 山さびいます 耳成の 青菅山は 背面の 大御門に 宜しなへ 神さび立て
り 名くはし 吉野の山は 影面の 大御門ゆ 雲居にそ 遠くありける 高知るや 天の御蔭 天知るや 日の御影の 水
こそば 常にあらめ 御井の清水」（高木市之助校注編1996『万葉集』１日本古典文学大系　岩波書店　p49）　
　　訳：「天下をあまねく統治されるわが大王の天の神の国まで高く照らす日の御子の、人の踏み入れていない神
聖な藤井ガ原に新しい宮城を始めなさって、埴安の堤の上に御出でになりお立ちになって周囲を御覧になると、
大和の青々とした香具山は日の縦の線上の宮城の春山のように木々が繁り立っている、畝傍のこの瑞々しい山
は日の横の線上の宮城の瑞山として相応しい山容をしている、耳成の青々とした菅の山は背面の宮城に相応し
く神の山らしくそそり立っている、名も相応しい吉野の山は日の指す方向の宮城から雲が立ち上るような遠く
にある。天の神の国まで高く知られている天の宮殿、天の神も知っている日の御子の宮殿の水こそは常にある
だろう。御井の清水よ。」（同上　p50）
２　平城京に関する『日本書紀』の記述。　
　　和銅元年（708）２月戊寅の詔
　　原文：「揆日瞻星。起宮室之基。卜世相土。建帝皇之邑。方今、平城之地。四禽叶図。三山作鎮。亀筮並従。
宜建都邑。」
　　読み下し文：「日を揆り星を瞻て、宮室の基を起し、世を卜ひ土を相て、皇帝の邑を建つ。方に今、平城之地。
四禽図に叶う。三山鎮を作す。亀筮並びに従がう。宜く都邑を建てるべし。」
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３　平安京に関する『日本後記』の記述。
　　延暦13年（794）11月丁丑の詔
　　原文：「此國山河襟帶、自然作城。因斯形勝、可制新號。宜改山背國、爲山城國。又子來之民、謳歌之輩、異
口同辭、号曰平安京。」（神道大系編纂会編1983『日本書記』神道大系編纂会）
４　山田安彦1986『古代の方位信仰と地域計画』古今書院　p166
５　条坊制とは、南北中央に朱雀大路を配し、東西の大路（条）と南北の大路（坊）を碁盤の目状に組み合わせ左
右対称のシンメトリーに造られた都市をいう。
６　岸俊男編1987『都城の生態』日本の古代９、中央公論社　pp31－58
７　千田稔1987（岸俊男編1987『都城の生態』日本の古代９　中央公論社）所収　p146
８　金子裕之1983「平城京跡」（『月刊 「平城京跡」文化財』８月号）　p142
９　喜田貞吉1979『喜田貞吉著作集 5 都城の研究』平凡社1979　pp439－442
10　土気の構成は史料によって様々であり、「土気三合」だけは別表が必要となるが、本稿に直接関係しないため
割愛した。
11　原文「聞先師說曰、王者各以其行之盛祖、以其終臘。水始生于申、盛于子終於辰、故水行之君、以子祖辰臘。
火始生於寅、盛於午、終於戌、故火行之君、以午祖戌臘。木始生於亥、盛於卯、終於未、故木行之君、以卯祖
未臘。金始生於巳、盛於酉、終於丑、故金行之君、以酉祖丑臘。土始生於未、盛於戌、終於辰、故土行之君、
以戌祖辰臘。今魏據土德、宜以戌祖辰臘也」
　　（宋）李昉等奉勅撰、（明）鮑崇城重校1807『太平御覽』「時序部」出版者不明
12　原文「論十二支三合」「申子辰水局、亥卯未木局、寅午戌火局、巳酉丑金局、辰戌丑未土局。」『淵海子平』（徐
子平2010『子平精粹１：五行大義・淵海子平』華齢出版社）所収
13　足利健亮1997「平安京計画と四神の配置」『景観から歴史を読む：地図を解く楽しみ』NHK人間大学、日本放
送出版協会　pp31－41
14　原文「大山上咋神亦名山末之大主神。此神者坐近淡海國之日枝山、亦坐葛野之松尾、用鳴鏑神者也」（神道大
系編纂会編1977『神道大系古典編：古事記』神道大系編纂会　p157）
15　八田幸雄1991『神々と仏の世界』平河出版社　pp26－27
16　西本照真・由木義文校註2007「薬師本願経」「薬師本願功徳経」「薬師七仏本願功徳経」『亜閦仏国経：他』大
蔵出版　p184　
17　杉本卓洲1984『インド仏塔の研究：仏塔崇拝の生成と基盤』平楽寺書店　p94
18　原文「由此善根及彼如來本願力故。令其國界即得安隱。風雨順時穀稼成熟。一切有情無病歡樂」訳文：（薬師
如来の力によって、風雨は時に順じて穀物は実り、一切の生きとし生けるものは無病にして喜ぶ）（内藤藤一
郎1932「藥師琉璃光如來本願功徳經」『薬師如来・阿彌陀如来』東方書院）
19　常陸國の大洗磯（現 茨城県東茨城郡大洗町）にある大洗磯前神社の主祭神は大己貴命（大国主命）で、ひた
ちなか市磯崎町にある酒列磯前神社は、大己貴命とともに国造りをおこなったとされる少彦名命が主祭神とし
て祀られている。この２神に薬師菩薩明神の神号が与えられたというもの。
　　原文「在常陸國大洗磯前、酒列磯前、両神号薬師菩薩明神」（斉衡３年（856）12月の条）佐伯有義1896『文徳
実録』（日本文徳天皇實録1930『文徳実録』六国史シリーズ　朝日新聞社）所収
20　『古事記』に記載されている「因幡の白兎伝説」で、和邇（ワニ）を騙した兎が、和邇の怒りをかい、皮を剥
がされ泣いているところ大己貴神が通りかかり「淡水で体を洗い、川口に生えている蒲黄（がま）の花粉を取っ
て、敷き散らした上に転がれば、お前の体は治るだろう」と教えられ、その通りにした兎の体はもとに戻った
というもの。（神道大系編纂会編1983『古事記』神道大系編纂会）　pp147－148
21　原文「朱鳥元年九月丙午天皇病遂不差　崩于正宮」（朱鳥元年（686）９月丙午の条）神道大系編纂会編1983『日
本書記』神道大系編纂会
22　山本眞嗣1983『伏見歴史紀行』山川出版社　p11
23　「天応元年人王四拾九代光仁天皇奈良之都を今の平安城へ遷セん事を叡慮ましまし、山城の戌亥に當ル山を祭
りて王都守護之為となさらんとの勅願ありて、大安寺慶俊僧都に勅して山城國愛宕郡大社を朝日峯白雲寺に遷
座し鎮護國家の道場と仰ぎ、愛宕護山勝軍地蔵大権現ト諡なしたまひ、神社を和気の清麿卿ニ課て造営あらし
め、五千之坊舎を建立し當院を別當と爲成給ふ、依而慶俊僧都を中興開山とセリ」（五味重編1984「愛宕山両
社太々百味略縁起」『修験道史料集 Ⅱ』山岳宗教史研究叢書18　名著出版）所収　pp84－85
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24　「當山両社大権現ハ母子の二神なり、本地垂跡あらたにして和光の利物貴賎男女の隔なく豊葦原の中つ國ニ施
し給へり、本社愛宕山大権現は伊弉冊尊是天神第七の陰神なり、則天照太神月読の尊蛭児太神素戔鳴尊軻遇突
智尊これ母神也、爰ニ本地を尋るに勝軍地蔵大菩薩也、若宮太郎坊大権現ハ本社第五の皇子火神軻遇突智尊又
者火産霊尊共申也」（五味重編1984「愛宕山両社太々百味略縁起」『修験道史料集 Ⅱ』山岳宗教史研究叢書18 
名著出版）所収　pp84－87
25　原文「故其所神避之伊邪那美神者。葬出雲國與伯伎國堺比婆之山也」神道大系編纂会編1977『神道大系古典編：
古事記』神道大系編纂会　p77
26　原文「伊弉冊尊生火神時、被灼而神退去矣。故葬於紀伊国熊野之有馬村焉」神道大系編纂会編1983『日本書記』
１　神道大系編纂会
27　黄永融1999『風水都市：歴史都市の空間構成』学芸出版社　pp103－104
28　同上　p117
29　都市・住居・墳墓などを選地する場合、地勢や方位、地脈や陰陽の気などを考え合わせ最も吉とする場所を選
ぶこと。
